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【連絡体制】
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感染性結核の発病者・接触者の情報提供 ･ 接触者健診について連絡



※ 健診対象者への通知は、原則、保健所から行われるが、対象者が多い場合は保健管理センターおよび事務担当を経由して行う。（上図）
※ 健診場所は、原則、保健所で行われるが、対象者が多い場合は学内の保健管理センターを提供する。

　　　　【接触者健診のながれ】

④ 健診対象者・日時・場所の連絡

⑦ 健診結果および経過報告
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① 接触者健診の打合せ

大学側からの情報提供は

1.病者と接触し感染した可能性のある集団（クラ

ス、ゼミ、サークル、寮など）のリスト

2.接触状況（1日何時間、何日程度など）について
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【発病者周辺の集団に対する周知】

配付文書・掲示・説明会等、適切な方法により周知する。

1. 学内で結核発病者が出たが、保健所の指導に従い速や

かに対策がとられていることを説明する。

2. 保健所から連絡があった場合は、必ず応じるよう協力を

促す。

3. 心配な事は、保健管理センターに相談するよう伝える。

② 学内周知

③ 健診対象者・日程等について連絡

⑥ 健診結果および経過報告
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⑧ 健診結果の通知 【全学周知】

感染拡大により、社会的影響の発生が予測される場合は対

応を関係者（*１）にて協議する。

※津保健所では、原則、集団感染でなければ公表していな

い。 （集団感染 ： 発病者を6点、感染者を1点として

計算し、「感染スコア」が20点以上。）


